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ベンチャーキャピタル投資 

成長性評価・融資 

株式公開・新規株式上場準備 

ベンチャー企業設立
の支援 

資金調達・事業成長 
の支援 

新規事業開拓・ 
事業展開の支援 

・知的財産の現物出資により、大学
発ベンチャーの創出を促進 
・民間では取れないリスクを国が取
りつつ、研究成果の権利を確保（現
在は助成金による開発費支援のみ） 

企
業
規
模 

（産
業
化
） 

スタートアップ 成長期 経営基盤確立 安定・再成長 

金融機関に 
よる支援 

VC等による支援 

○ 革新的な大学等の技術をイノベーションにつなげる観点から、ベンチャー・中小企業に対して、
産学金連携により各フェーズに見合った支援が理想。特に創業初期の立ち上げにかかる研究開
発・事業化支援の強化は、成果の最大化のために必要不可欠な状況。 

研究開発 
（基礎） 

コア・コンピタンス
育成 

（研究開発） 

起 業 準 備 

不足しがちな創業資金や 
知財・技術マネジメント 

立ち上げ（経営）のノウハウ 

官民連携による
イノベーション・ 
エコシステムの

構築 

大学等の革新的技術を事業化につなげる仕組み（JST） 
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・JSTがベンチャーへ出資することで、
更なる民間資金を呼び込み 



JSTによる大学等発ベンチャー創出環境整備に向けた検討 

●優れた研究成果をもとにした、大学等発ベンチャーの創出促進するために、JSTからベンチャーへの
出資を可能とすることを検討 
●民間が手を出しづらい創業段階、アーリー段階のベンチャーを積極的に支援 
●ライセンスに加えて新たに知的財産の現物出資を可能とすることで、JSTや大学の未利用特許の一層
の活用促進を図る 
●出資に際して経営面等でもサポートすることで、大学等発ベンチャーの成長を支援 

ベンチャービジネス 

既存企業（中小・大） 
ライセンス 
譲渡 

大学 
 

【保有知財】
約14,000件 

 

JST 
 

【保有知財】
約6,000件 

 

大学・研究セクター 

未利用成果の 
活用促進 国内における業種別の特許利用率 

大学等の特許の利用率の向上が課題 

教育・TLO等 

全業種平均 

30.3 
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54.2 

重要知財の 
集約・活用 
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金銭出資＋知財現物出資 
 

（金銭出資＋ライセンス） 

創業段階、アーリー段階のベンチャーを積極的に支援 


